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●2019年3月期　通期連結業績予想値と実績値との差異
（2018年4月1日～2019年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する当期

純利益

1株当たり当期
純利益

前回発表予想(A)
百万円

11,500
百万円

780
百万円

750
百万円

390
円　銭

24.01
今回実績(B) 9,455 742 754 423 26.11
増減額(B-A) △ 2,045 △ 38 4 33
増減率(%) △ 17.7 △ 4.8 0.5 8.4
（ご参考）前期実績（2018年3
月期）

11,846 428 422 252 15.53

●2019年3月期　通期個別業績予想値と実績値との差異
（2018年4月1日～2019年3月31日）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益

前回発表予想(A)
百万円

230
百万円

150
百万円

100
円　銭

6.16
今回実績(B) 139 104 76 4.71
増減額(B-A) △ 91 △ 46 △ 24
増減率(%) △ 39.5 △ 30.6 △ 24.0
（ご参考）前期実績（2018年3
月期）

56 37 37 26

修正の理由
（連結）

（個別）

以　上

（注）上記の業績予想値は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の
業績は今後の様々な要因により、異なる結果となる可能性があります。

　2018年5月18日に公表しました2019年3月期通期業績予想（連結・個別）と、本日公表いたしました実績値との間に差異が
生じましたので下記のとおりお知らせいたします。

　　　　　　　上場会社名
　　　　　　　代表者
　　　　　　　（コード番号　　　
　　　　　　　問合せ先責任者　
　　　　　　　（TEL

　通期の連結業績につきましては、建築関連事業にて医療施設向けの受注案件が減少したこと、および型枠貸与
関連事業にて公共事業の予算執行が遅れ売上高が2,045百万円の減少となったことから修正を行うものでありま
す。営業利益におきましては、売上高の減少に伴い売上総利益が減少しましたが、徹底した変動費管理を推進した
結果、38百万円の減少に留まっております。

業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ

　通期の個別業績につきましては、上記理由のとおり当社連結子会社の売上高減少に伴い経営指導料収入が91
百万円減少したことから修正を行うものであります。売上高の減少に伴い、経常利益においては46百万円、当期純
利益においては、24百万円の減額修正としました。


